




















































































































































































































































































































らすれば、 5 つの学校では少ないので、 80 のルー
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ツ校があると言うべきだという、まあこれはプロ
パガンダの世界でありますが、そういう思いがも
のすごく募っております。
さらに愛知大学は、豊橋あるいは車道あるいは
三好にあって、今度は笹島に行くわけですね。そ
ういった中で豊橋のルーツはきっちり守った上
で、やっぱりアジアへ突進していかなきゃしhかん
のじゃないかと。いつまでも総合大学ではいけな
いというふうに思ったりしておりますが、総合大
学でもいいから、法律と中国に強い、あるいはア
ジアに強い大学だということを徹底的にやるの
が、愛知大学の今までの先輩達、あるいは本問先
生、あるいは東亜同文書院の方々が苦労なさった
ことに報いることだろうし、生きる道だろうと
思ってます。それが世界平和につながるだろうし、
日本の立場を平和につなげる最大のことだろう
と。その中で思うのは、われわれが各校に宣伝す
る時に「どこにあるんだ」と言われて、車道にも
あります、豊橋にもあります、笹島にもあります
というのはなかなか辛いことなんですよ。豊橋を
がっちりして、名古屋校舎でガンガンやってくこ
とが必要だと。それだけアジアについてガンガン
やらなきゃいかんと。それが愛知大学の生きる道
だろうと思ってます。
たとえば 29 年卒のわれわれの同窓会あるいは
東京支部長の先輩が言いました。「お前は愛知大
学だろう。中国に強いだろう。じゃ台湾に行け」
と。こうやって台湾の支店長になったそうです。
愛知大学出てれば中国に強いだ、ろう、中国語もで
きるだろう、中国が分かるだろうと。経済学部を
出ょうが経営学部を出ょうが、現中はもちろんの
こと、どこを出ょうが愛知大学は中国に強いとい
う方向性を持った大学であるということで、しか
もアジアに徹底的に売り込む。ここにいらっしゃ
る谷藤助さんが悔しがってるのは、俺のあとに検
事が誰も愛大から任官されてない。小崎先輩が悔
しがってるのは、愛大から外交官試験に受かった
やつがその後続いてない。司法試験はいっぱい続
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いておりますが、そんなものじゃなくて、各省庁
で愛知大学の先輩がおれば、「あいつに聞けば中
国のことは何でも分かる」と。だから厚生労働省
で中国のことを知りたければ愛大の生徒を採れば
いいじゃないかということになるというようにど
うしてしないんだと。これが私の敬愛する愛知大
学ロースクール初代院長の新堂幸司が私にけしか
けております。「どうしてそんな愛大のいい特色
を持ってどうしてそういうことをやらないんだ」
と。国家公務員試験を受けさせて、各省庁に送り
込んで、愛知大学の出身者を中国全部、マイナー
かも知れませんよ、それはアメリカと比べて。た
とえばアメリカ大使館の一等書記官になるのはア
メリカがいいかも知れません。マイナーな中国か
も知れません。韓国かも知れません。それから台
湾かも知れませんし、東南アジアの他のベトナム
かも知れません。モンゴルはマニアとは言いませ
んけども、そういったところに愛大がじゃんじゃ
ん送り込めるような立派な大学になるべきだと私
は確信しておりまして、そういった面で寮歌祭を
やってきましたし、寮歌祭の連中と胸を張って
やってきました。そういう思いで今日も 5 つの各
校の方々に来ていただくようなエネルギーが持た
されておることを披露しまして、私の最後の挨拶
とします。ありがとうございました。
【司会】 はい。今日は正面に佐藤学長もお座りか
と思いますので、いろいろお話を参考にしていた
だしーたらというふうに思います。高井さんの先ほ
どの発言で一応まとめにさせていただきたいと思
います。ということで今日は長時間にわたりまし
ていろいろありがとうございました。厚くお礼を
申し上げます。じゃあこれにて終わりとさせてい
ただきますが、このあとお腹の空いた方はリュミ
エールのほうで懇親会を用意しておりますので、
ぜひそちらのほうへお出かけください。約 1 時間
の予定です。リュミエールは出て右のほうへ行き
ますと、 6 号館の短大のほうに近いです。案内を
担当の者がいたします。
